
第３回一宮地区公共施設再編整備基本構想検討委員会 次第 

 

日時：令和３年６月３０日（水）      

  午前１０時３０分から        

場所：一宮生涯学習センター１階 集会室  

１ 開 会 

 

２ 副市長挨拶 

 

３ 議 題 

（１） 一宮地区公共施設再編整備について 

 

①  一宮公共施設再編整備基本構想策定に向けた検討内容とスケジュール（資料１）  

 

②  一宮地区公共施設再編の方針整理                 （資料２） 

 

③  新施設の機能の検討                         （資料３） 

 

④  現在の一宮庁舎等敷地利用状況の整理                 （資料４） 

 

⑤  敷地利用ゾーニングの検討                      （資料５） 

 

⑥  事業スケジュールと今後の検討事項                   （資料６） 

 

（２）一宮地区公共施設再編整備基本構想（案）について                  （資料７） 

 

４ 閉 会  



【配布資料一覧】 

 

参考資料１ 一宮地区公共施設再編整備基本構想に関する意見 

参考資料２ 一宮地区公共施設利用者アンケート結果（速報版） 

参考資料３ いちのみや公共施設再編ニュース vol.2 

（連絡先） 

〒442-8601 豊川市諏訪１丁目１番地 

担 当 総務部財産管理課公共施設マネジメント係 

 伊藤/深谷崇/石濵 

電 話 0533－89－2108（内線 1375） 

F A X   0533－89－2163 

E-mail  zaisan@city.toyokawa.lg.jp 
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一宮地区公共施設再編整備基本構想策定に向けた検討内容とスケジュール 

 

１ プロジェクトの進め方 

○地元住民等との合意形成を図りながら、エリアの課題や目指すべき将来像、施設再編整備の方向性等の検討を行う（併せてアンケート、施設利用者アンケート、検討委員会等の実施）。 

○検討の途中経過は、ニュースを作成、公表するなど情報発信を行う。 

 

（参考）令和３年度以降の予定   ※進捗状況により変更となる場合があります。 

令和３年度  基本構想策定 

令和４年度  基本計画検討・策定 

令和５年度  基本設計 

令和６年度  実施設計 

令和７年度～ 建設工事の開始 

■第１回（令和２年 9月８日） 

・本市の FMの取組について 

・一宮地区の現状と課題の整理 

・再編の対象とする施設・機能の検討 

一宮地区公共施設再編整備基本構想検討委員会 
（学識者、連区長はじめ 11名で構成） 

 

□こざかい葵風館視察（２月 16、17日） 

■第２回（令和３年１月 12日） 

・再編パターンの検討 

（第１回の議論及びアンケート調 

査等の結果を踏まえ、再編する 

機能及び整備地について、複数 

案を比較検討） 

■第３回（令和３年６月 30日） 

・導入機能と施設配置（案）の検討 

（整備する場所について、導入機能 

及び施設配置を検討する。） 

・基本構想の取りまとめ 

・基本計画に向けて 

施設再編パターンの検討 

敷地利用ゾーニングの検討 

◆基本的な進め方 

◆基本構想検討委員会の位置づけとスケジュール 

■住民アンケート調査 

・一宮地区在住の満 18歳以上の市民 

・配布数：1,000通（回収率約 40%と想定） 

・抽出方法：住民基本台帳による無作為抽出 

・実施時期：10月５日発送 

・回収状況：508通 

■施設利用者アンケート調査 

・一宮地区公共施設再編の対象施設にて実施 

・６月に各施設にて実施。７月末を目標に取りまとめ。基本構想の

参考資料として盛り込む。 

・実施時期：６月４日～６月 30日 

【質問内容】 

・現在の施設の良い点、悪い点 

・新たに整備する施設に期待すること（交流・活動の視点、機能・

スペースの視点） 

対象となる施設・機能と再編するパターン及び整備する場所について決定する 

◆基本構想の目標 

庁内検討会 

一宮地区公共施設再編整備基本

構想検討委員会における検討結果

を受けて、本プロジェクトについて

庁内の調整を図ります。 

■第１回（令和２年８月５日） 

・一宮地区の現状と課題の整理 

・再編の対象施設・機能について 

■第４回（令和３年７月以降） 

・基本構想の報告について 

・基本計画の検討項目について 

■第３回（令和３年５月 13日） 

・視察結果、検討委員会意見、アン

ケートの報告 

・導入機能と施設配置（案）の提

示 

■第１回 

・一宮地区の現状と課題の整理 

・再編の対象施設・機能について 

■第２回（令和２年 11月 17日） 

・再編の対象施設・機能の精査、

整備地の検討 

・再編パターン（案）の提示 
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一宮地区公共施設再編の方針整理 

資料２ 

一宮地区の公共施設再編に関する考え方を、第２回検討委員会の議論を踏まえて以下のように整理した。 

■ 場所 

〇 拠点となる新施設は、現在の一宮庁舎等の敷地への整備を優先的に検討する。 

■ 再編全体の考え方 

＜市全体の公共施設マネジメントの方針に沿った考え方＞ 

〇 市の公共施設マネジメントの目標として掲げている、今後 50 年間で保有面積 30％縮減及びトータルコスト

43％縮減に寄与する。 

〇 豊川市立地適正化計画において誘導施設に設定されている図書館・生涯学習センターについては、都市機能誘

導区域へ誘導することに配慮する。 

〇 利用率の低い施設、機能が重複している施設、維持や改修に多額の費用がかかる施設などを複合化等すること

を考えて拠点となる施設を検討する。 

〇 SDGs※（Sustainable Development Goals）の「11.住み続けられるまちづくりを」に資する取組とする。 

 

※SDGsとは、2015年９月の国連サミットで採択された地球上の誰一人として取り残さない持続可能で多様性と包摂

性のある社会の実現のため、2016 年～2030年の 15 年間で達成するために掲げた国際目標のこと。17 のゴー

ル、169 のターゲット、232 の指標から構成されている。 

 

＜一宮地区の“地域の活動や多世代交流が促進”されるような拠点を創造するための考え方＞ 

〇 子どもから高齢者まで幅広い世代が楽しく快適に過ごせ、様々な活動による交流が促進される複合施設となる

ような機能を検討する。 

〇 地域の特色が感じられるデザインを取込めるように検討する。 

〇 飲食や休憩ができる場所や、屋外空間で活動ができるなど快適な時間を過ごせる機能・空間についても検討す

る。 

〇 環境に与える影響が少ない整備となるように配慮する。 

〇 安全・安心で誰もが利用しやすい施設となるように配慮する。 

〇 災害時の継続利用が出来るように、耐震性の確保や設備に配慮する。 

子どもから高齢者まで幅広い
世代が集まり、様々な活動を
通じた交流ができる施設 

多世代 
で楽しめる 

地域 
に親しまれる 

 
地域の特色が感じられ、環
境にやさしいデザインに 

快適 
に過ごせる 

施設内外に快適に滞在でき
る機能・空間を設ける 

地域の活動・多世代交流を 

促進する拠点 

一宮支所 一宮生涯学習センター 一宮体育センター 

農業者トレーニング
センター 

健康福祉センター 
（いかまい館） 

いちのみや児童館 

＜現在の一宮地区の公共施設＞ 

＜再編後の新施設＞ 

＜市全体の公共施設マネジメントの方針に沿った考え方＞ 

◆保有面積・コストの縮減 
◆コンパクトなまちづくり（図書館・生涯学習センターを都市機能誘導区域へ） 
◆効率的・効果的な複合化 
◆住み続けられるまちづくり 
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■新施設に複合化する機能と主な諸室（案） 

 

 

新施設の機能の検討 

資料３ 

一宮支所 
 

上下水道部 

支所機能 

その他団体 

一宮生涯学習センター 
 

図書館機能 

会議・集会機能 

いちのみや児童館 
 

児童福祉機能 

一宮体育センター 
 

体育館機能 

農業者トレーニングセンター 
 

体育館機能 

会議・集会機能 

豊川市全体の庁舎の 
機能集約・再編 

新施設 
 

支所機能 
200㎡ 

体育館機能 
1,920㎡ 

社会教育機能 
（会議・集会） 

図書館機能 
200㎡ 

健康福祉センター（いかまい館） 
 

高齢者福祉機能 

保健センター 

児童福祉機能 

健康福祉センター（いかまい館） 
 

高齢者福祉機能 
（入浴施設） 

保健センター 

高齢者福祉機能 
（高齢者相談センター） 

現在 再編後 

一宮地区の再編対象建物をなるべく集約（健康福祉センターを除く）し、複合施設と

して整備することで、地域内交流や地域活動を促進することができるよう、複合化する

機能・主な諸室及びそれらの関係性並びに今後の検討において特に重要視すべき点につ

いて整理しました。 

なお、新施設の機能の詳細や諸室規模などの具体的な計画は、次年度以降の基本計画

策定過程において検討していく予定です。また、基本計画の検討において、施設利用者

の声を拾い上げ、より魅力的な施設とするため、各施設の利用者を対象にアンケートを

実施しています。 

飲食・休憩スペース 

その他 

 

高齢者福祉機能 

（高齢者相談センター） 

相談室 

広場 駐車場 

共用空間（屋外） 

その他機能 

 

打合せスペース 

執務スペース 

支所機能 

窓口 

 

大人用スペース 
（書架、閲覧・学習スペース） 

子ども用スペース 
（書架、朗読室、学習スペース） 

図書館機能 

窓口 

機能間連携の検討例 
・一つの機能や部屋が様々な使い方ができるよう検討 
・イベント等を開催する際は、機能間、屋内外など一体的な
利用が出来るよう検討 

・機能によっては、屋外広場や外部からのアクセス性を考慮 
・共用空間を日常的に活用できるような仕組み等を検討 

施設を設計する際の留意点など 
・交流が生まれるような雰囲気、空間デザイン及び留まり
やすい工夫を検討 

・エントランスから各部屋等の視認性に配慮 
・機能の性質によって、干渉を少なくすることを検討 
・開館日等が違うため、管理、セキュリティに配慮 

共用空間（屋内） 

多目的スペース 
（展示、イベント、軽運動） 

廊下、階段、トイレ、倉庫 

エントランス、ロビー 

 
多目的室 

調理室 

会議室 

和室 

社会教育機能 

（会議・集会） 

 
アリーナ 

更衣室 

体育館機能 

 

遊戯スペース 

授乳スペース 

親子トイレ 

児童福祉機能 

図書室 

■一宮地区における公共施設再編イメージ 
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現在の一宮庁舎等敷地利用状況の整理 

資料４ 

現在の一宮庁舎等の敷地及び周辺状況については、下図のとおりです。敷地南東側を国道 151 号、それ以外を市道に

よって囲まれており、南東及び南西側の道路は２車線で歩道が整備されています。 

建物は、機能別に分散して建てられており、その間に駐車場が配置されています。駐車場は、131 台（うち、一般用

67 台）が駐車可能ですが、歩行者と自動車の主な動線が交差しており、安全面に課題があります。 

再編の対象ではない豊川市消防署一宮出張所を除いた空間について、新たに整備する施設の利用者にとって利用しやす

い施設となるよう建物及び外構（広場、駐車場等）のゾーニング（配置）などを検討していきます。 

＜参考＞ 

〇都市計画図 

 

〇法的条件等 

敷地面積：13,347.84 ㎡ 

用途地域：第２種住居地域（建蔽率 60％、容積率 200％） 

※主として住居の環境を保護するため定める地域住宅、病院、大学、店

舗や飲食店、オフィスビル、ホテル、パチンコ店などが建築可能。 

防火・準防火地域：22 条区域※ 

※火災による延焼を防ぐため、屋根、外壁を燃えにくい材料にしなけれ

ばならない区域。 

地区計画：なし 

高さ制限：なし 

その他： 

・消防署（一宮出張所）の敷地（1,084.29 ㎡）は、本検討から除く 

・現在の利用状況（一宮庁舎延床面積 4,403.51 ㎡、農業者トレーニン

グセンター延床面積 1,989.9 ㎡、消防署一宮出張所延床面積 538.7

㎡、駐車台数 131 台（うち、一般用 67 台） 

一宮庁舎 

駐車場 

② 

③ 

⑤ 

⑥ 

〇敷地内の主な建物 

・一宮庁舎 

豊川市消防署 
一宮出張所 
※本検討の対象外 

・消防署一宮出張所 

※本検討の対象外 

・農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

④ 

農業者トレーニング 
センター 

 

⑥ 

 

①  

 

 

② 

④ 

駐車場 

一宮地区地域路線 

一宮線 

豊鉄バス新豊線 

バス停 

敷地出入口 

駐車場 

① 

 

③ 

コミュニティバス 

 

⑤ 



 

 

 

 

パターン A B C 

ゾーニング図 

   

概要 
新施設の利便性、シンボル性を重視した配置 

（敷地中央に新施設を配置） 

新施設の利便性及びシンボル性と既存機能の継続使用に配慮した

配置（敷地南西側に新施設を配置） 

既存機能の継続使用に配慮した配置 

（敷地東側に新施設を配置） 

想定される事業工程 

仮設庁舎建設→庁舎解体→新建設→農トレ解体 

 

△ 

庁舎解体前に仮設庁舎を建設し、機能の一時移転が必要 

Ｂ－１仮設庁舎建設→庁舎解体→新建設→農トレ解体 

Ｂ－２農トレ解体→新建設（1期）→庁舎解体→新建設（2期） 

〇 

事業費や庁舎機能の移転時期等より、適した方法が選べる 

Ｃ－１農トレ解体→新建設→庁舎解体 

Ｃ－２農トレ解体→新建設（1期）→庁舎解体→新建設（2期） 

〇 

事業費や庁舎機能の移転時期等より、適した方法が選べる 

施設の配置 

〇 

新施設及び広場等が国道等に向いており、にぎわいや雰囲気が通

行者にも伝わりやすい 

広場等と駐車場への歩行距離が比較的短い 

△ 

広場等と駐車場の一体利用が図りづらい 

〇 

広場等と駐車場の一体利用が図りやすい 

△ 

新施設は交差点に近く徒歩でのアクセスに便利であるが、広場等

が国道等から見て建物に隠れてしまう 

駐車場への歩行距離が比較的長い 

〇 

広場等と駐車場の一体利用が図りやすい 

△ 

新施設が国道等から少し奥まった部分に位置している印象になる 

駐車場への歩行距離が比較的長い 

整備費 
△ 

建設費のほかに、庁舎機能の一時移転に伴う仮設庁舎の建設、維

持費等が必要 

〇 

庁舎外部移転に伴う仮設庁舎の建設は不要Ｂ－２ 

〇 

庁舎外部移転に伴う仮設庁舎の建設は不要 

農トレを一部改修する案も検討可能 

利用者の利便性等 

〇 

工事中も農トレが利用可能 

△ 

工事期間中の駐車場が不足しやすい 

× 

一宮庁舎内の機能を２回移転する必要がある 

〇 

旧一宮庁舎を継続使用したまま新施設の建設が可能Ｂ－２ 

△ 

工事期間中の駐車場が不足しやすいＢ－１ 

× 

工事中は農トレの利用不可Ｂ－２ 

〇 

旧一宮庁舎を継続使用したまま新施設の建設が可能 

△ 

工事期間中の駐車場が不足しやすいＣ－１ 

× 

工事中は農トレの利用不可 

共用空間(屋外)活用等の検討 
△ 

共用空間(屋外)において、小規模であれば活用が可能 

〇 

共用空間(屋外)において、幅広い活用が検討可能 

〇 

共用空間(屋外)において、幅広い活用が検討可能 

 

敷地利用ゾーニングの検討 

資料５ 

敷地内での新施設の配置について、複数パターンを比較検討しました。A は、新施設の利便性及びシンボル性を重視し、敷地の中央に配置している案です。B は新施設の利便性及びシンボル性と既存機

能の継続使用に配慮し、敷地の南西に配置している案です。C は、既存機能の継続使用を重視し、敷地の東側に配置している案です。 

 

広場等 

 広場等 

国道 151 号 

市
道
上
長
山
一
宮
線

 

国道 151 号 

市
道
上
長
山
一
宮
線

 

 広場等 

 

国道 151 号 

市
道
上
長
山
一
宮
線

 

新施設 

消防署 

（既存施設） 

消防署 

（既存施設） 

消防署 

（既存施設） 

新施設 
駐車場 
エリア 

駐車場 
エリア 

駐車場 
エリア 

新施設 

5 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 新施設整備 その他 

R2 

  

R3 

  

R4 

  

R5 

  

R6 

  

R7以降 

  

 

事業スケジュールと今後の検討事項 

資料６ 

■事業スケジュール（案） 

今後、令和 7 年度以降の工事開始を目指して、基本計画の策定及び基本設計・実施

設計を行っていきます。それに伴って必要となる市全体の庁舎再編等に係る検討も進め

ていきます。 

・基本構想の策定（本検討） 

・基本計画の策定 

・基本設計 

 

・実施設計 

 

・工事 
事業手法、解体、新設、改修等の建設手
順・工法などによって変動有り 

供用開始 
 

■今後の検討事項 

①新施設の諸室・規模等 

本検討においては、一宮地区の再編の考え方を整理し、新施設に含める機能や建物配置の方向

性について検討しましたが、様々な機能を複合化するだけで地域の交流が促進されるわけではな

く、今後、どのような施設にするか具体的に検討する必要があります。基本計画の検討段階にお

いては、利用者の属性、時間帯、活動内容などを想定しながら、必要諸室や規模、動線、配置に

ついて検討を進めるとともに、地域に親しまれる施設とするため、地域の特色が感じられるデザ

インについて、設計、工事に向けて検討します。 

②建設工法 

再編整備においては、豊川市の公共施設マネジメントの目標に沿って、整備コストを抑制する

ということも大きな検討要素になります。建設工法や工程の工夫、既存建物の改修などによるコ

ストの抑制など、総合的に検討していきます。 

③事業手法 

近年では、民間企業の資金及びノウハウを公共施設の整備・運用に導入する PFI/PPP の手法

を採用するケースが増えています。この手法を取り入れることで、長期的なコストの削減及びサ

ービス向上等が見込めそうであれば、一宮の新施設整備に関しての導入可能性を検討します。 

④運営方法の検討 

公共施設を再編したことによって、施設を利用する地域住民の方々の利便性が向上するように

施設の効率的な運用、管理について検討を進めていきます。 

⑤既存施設及び敷地の利活用 

新施設に複合化された機能を有していた既存施設の活用については、豊川市全体の庁舎の機能

集約・再編の可能性など、十分に検討をした上で判断していきます。 

 

・市全体の庁舎再編

を検討 

現在一宮庁舎に入ってい
る上下水道部などの部署
を含めた検討を進める。 
それに伴い、複合化後の
既存施設の利活用につい
ても検討を進める 

・工事進捗に合わせて

機能移転等を実施 

※事業スケジュール（案）については、進捗状況により変更となる場合があります。 
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1 はじめに 

（1）背景及び目的 

本市では、公共施設の適正配置と長寿命化＊を推進しており、令和 2 年 6 月に改訂した豊川市公共

施設適正配置計画（以下、「適正配置計画」とする）では、リーディング事業＊の 1 つとして「一宮エリアの

施設再編プロジェクト」を位置付けており、一宮地区の公共施設を再編する「（仮称）一宮コミュニティ＊

ネットワーク構想」の実現に向けて取り組むこととしています。 

このことより、一宮地区の公共施設の現状と課題、アンケートによる地域住民の意見等を基に、公共施

設の再編及び施設整備の方向性について検討を行いました。一宮地区公共施設再編整備基本構想（以

下、「本構想」とする）は、一宮地区の拠点としてふさわしい施設整備のあり方を示すことを目的としてい

ます。 
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２ 一宮地区の公共施設の現状と課題 

（1）（仮称）一宮コミュニティネットワーク構想の位置付けと概要 

適正配置計画では、重点取組として位置付ける施設（「庁舎」、「コミュニティ施設」、「学校教育施設」、

「文化施設、保健施設」、「体育施設（有人施設）」）を中心とした公共施設再編を進めていく上で、重要

度・緊急度が高い以下の 5地区においてリーディング事業を位置付け、この実現に向けて取組を進めて

います。 

リーディング事業の内、小坂井エリアでは、支所機能、生涯学習・コミュニティ機能、図書館機能、児童

館機能が複合化＊した地域の交流拠点として「こざかい葵風館」が整備され、令和 3 年 5 月に供用＊を

開始しました。 

これに続く事業として、早期の公共施設再編整備が求められる一宮地区における「（仮称）一宮コミュ

ニティネットワーク構想」の実現に向けて、検討を進めていくことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 適正配置計画に位置付けられるリーディング事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 一宮地区の公共施設の現状 

小坂井エリア 

音羽エリア 

御津エリア 

一宮エリア 

諏訪地区 

■こざかい葵風館の整備
【完了】 

■子育て支援施設の集約 

■保育園改築・改修、民営化 

■文化施設のあり方検討 

■（仮称）音羽コミュニティ
ネットワーク構想の推
進 

■保育園統合事業の推進 

■学校施設の面積縮減・
再編の検討 

■（仮称）御津コミュニテ
ィネットワーク構想の
推進 

 

■（仮称）一宮コミュ
ニティネットワー
ク構想の推進 

■保育園統合事業
の推進 

■本庁舎・北庁舎等周辺
施設を中心とした行
政機能の集約 

■中心拠点として魅力あ
る生活環境の確保、活
力と賑わいの向上 

＜エリアの現状＞ 

〇施設の老朽化、劣化の進行 

・一宮庁舎は支所庁舎で最も古い。その他の主要な施設

についても老朽化、劣化が進行。 

〇施設利用率が低く、施設の立地に課題がある 

・エリア内の施設の利用率が低い。誘導施設である生涯学

習センターが都市機能誘導区域外に位置する。 

 

⇒維持管理費の増加 

⇒施設の在り方検討の必要性 

上記課題の解決のため、早期の公共施設再編整備が求められる 

⇒適正配置の必要性 

＜エリアの課題＞ 
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（2）（仮称）一宮コミュニティネットワーク構想の概要 

■施設再編のイメージ 

○一宮庁舎、農業者トレーニングセン

ター、一宮生涯学習センター等の機

能統合により、一宮エリアを対象と

する活動と交流の拠点を形成しま

す。 

○体育施設の統合等の検討について

は、近接する学校体育館との集約

化＊も検討します。 

 

■事業推進に当たっての基本的な考え方 

○施設の諸室（機能）の集約を図るこ

とにより、機能重複の解消と総量の

縮減を図ります。 

○利用者が使いやすい施設とするた

め、住民参加型の導入機能検討、

施設づくりのプログラムを導入しま

す。 

 

 

図 （仮称）一宮コミュニティネットワーク構想イメージ 

（出典：豊川市公共施設適正配置計画） 

 

 

  

※ 

※本構想においては、他の計画からの引用部分の施設名称に変更が
あった場合、新しい施設名称に修正しています。 
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（3）一宮地区の人口動向 

一宮地区の 2065 年（令和 47 年）の年少人口（14 歳以下）は 7.0%、生産年齢人口（15～64 歳）

は 51.0%、老年人口（65歳以上）は 42.1%と少子高齢化が進んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 一宮地区の人口推計（※国立社会保障・人口問題研究所の推計方法に準拠した手法で算出） 

  



5 

（4）一宮地区のまちづくりの方針（関連計画） 

■豊川市都市計画マスタープラン（令和 3年 3月策定） 

一宮地区には、三河一宮駅を中心とした地域拠点が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 一宮地域の地域別構想より抜粋（出典：第３次豊川市都市計画マスタープラン） 

目標１ 

地域の商業や生活サービスの中

心となる、魅力ある地域拠点とし

てのまちづくり 

目標２ 

自然環境や資源を活用し、既存の機能の充実による、魅力ある自然レクリエー

ション拠点としてのまちづくり 

■森林の保全・育成のための基盤整備を促進するほか、安全な住民生活を確保するための治

山対策を関係機関へ働きかけます。 

■豊川の霞提の治水対策及び整備促進を関係機関へ働きかけます。 

■JR 三河一宮駅周辺及び(都)豊川

一宮線（国道 151号）沿道には、住

民生活に必要な商業・業務機能を

集積し、活力ある地域拠点の形成

を図ります。 

■東名⾼速道路豊川インターチェンジ周辺地域における工業地において、良好な操業環境の維

持・増進を図ります。 

■(都)豊川新城線（国道 151 号バイ

パス）の整備に向け、関係機関に

対して働きかけます。 

■豊川市下水道基本計画に基づき、

下水道整備を推進します。 

■支所、コミュニティなどの機能集約

による公共施設の再編・整備を進

めます。 

■大木地区内において公園を整備することで市民の憩いの場、交流の場を提供します。 

■(都)豊川新城線と合わせて、これにアクセスする地区幹線道路の整備を関係機関へ働きかけ

ます。 

 ・(都)豊川一宮線の事業促進 

 ・(都)上長山一宮線の事業化に向けた検討 

 ・県道三蔵子一宮線の歩道整備及び交通安全対策の事業促進に向けた関係機関への働きかけ 

■砥鹿神社をはじめとした歴史性を有する民有林の保全と有効活用に向けた啓発を図ります。 

■県立本宮山自然公園や本宮の湯をはじめとした既存施設との連携強化を図り、観光ネットワ

ークを形成します。 

■本市の市街地を縦貫する佐奈川・帯川の環境や景観の保全を関係機関へ働きかけます。 

■本市を代表する河川である豊川については、良好な環境保全を図ります。 

自然環境 

都市防災 

土地利用 

土地利用 

都市施設整備 

都市施設整備 
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■豊川市立地適正化計画＊（平成 29年 3月策定、令和 2年度改訂） 

豊川市立地適正化計画では、都市全体の観点から、居住機能や医療・福祉等の都市機能の立地、公

共交通の充実等が定められています。一宮地区の公共施設の配置に影響する誘導施設及び都市機能

誘導区域（医療、福祉、子育て支援、商業等の都市機能施設を都市の骨格構造上の拠点に誘導し集約

する区域）については、以下のように定められています。 

表 一宮地区の誘導施設 

種別 施設 誘導施設の設定 

医療 医療施設（「内科」「外科」「整形外科」「小児科」「歯科」） ◇ 

高齢者福祉 通所・訪問系高齢者施設 〇 

障害者福祉 通所・訪問系障害者福祉施設 〇 

子育て支援 
通所・訪問系障害児童福祉施設 〇 

幼稚園・保育所等 〇 

文化 
図書館 ● 

生涯学習センター ● 

商業 大規模小売店舗（1,000㎡以上） 〇 

行政 支所 〇 

◇：補完施設（都市機能誘導区域外であるが、駅の徒歩圏（800m圏）にある施設） 

〇：維持・拡充施設（都市機能誘導区域に立地しており、その機能を今後も維持・拡充する施設） 

●：誘致施設（駅の徒歩圏になく、都市機能誘導区域に誘致する施設） 

 

  

 

  

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 一宮地区の都市機能誘導区域（出典：豊川市立地適正化計画） 
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（5）一宮地区の公共施設の概要 

①公共施設の配置 

一宮地区の公共施設の配置は下図のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 一宮地区の公共施設の配置 

複数の機能を有しているが、会議・集会施設の利
用率が低い。 
また、敷地が広く、建物が比較的新しいなど活用
の余地があるが、アクセス面で課題がある。 

立地適正化計画では、生涯学習セン
ター（図書館含む）は、都市機能誘
導区域への誘導施設に設定されて
いる。 
敷地面積に余裕がないため、大きな
施設の建設には課題がある。 
 

同種の機能（体育館）が集中して
おり、老朽化等の課題がある。 

会議・集会施設の利用率
が低い。 

比較的新しい施設だが、子ども
世代を含めた市民交流、市民の
コミュニティ形成に寄与する
機能として考えられる。 
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②再編対象施設の概要 

公共施設のうち、立地、敷地の確保、セキュリティの確保などの点で制約が大きい小中学校及び保育

園等を除いた 6施設を再編対象とします。6施設の概要については、下表のとおりです。 

 

表 再編対象施設一覧 

No. 施設名称 機能 
建築年 

（築年数） 

延床面積 

（敷地面積） 
構造 

1 一宮庁舎 

・一宮支所 

・上下水道部 

・道路河川管理課東部道

路維持グループ 

1973 

(築 47年) 

4,403.51㎡ 

（13,347.84㎡） 
RC造＊ 

2 
一宮生涯学習 

センター 

・会議・集会スペース 

（貸出施設：舞台、集会室、

教養娯楽室２室、 

展示ホール、談話室２室） 

・図書館 

1987 

(築 33年) 

1,886.1㎡ 

（4,011㎡） 
RC造 

3 いちのみや児童館 ・児童館 
1991 

(築 29年) 

217.1㎡ 

（617.11㎡） 
S造＊ 

4 一宮体育センター 
・体育施設 

（貸出施設：体育館） 

1983 

(築 37年) 

913.83㎡ 

（1,366.37㎡） 
S造 

5 
農業者トレーニング

センター 

・体育施設 

・会議・集会スペース 

（貸出施設：体育館、舞台、

営農相談室、調理実習

室、和室、研修室、会議

室２室、視聴覚室） 

1985 

(築 35年) 

1,989.9㎡ 

(一宮庁舎の 

敷地内) 

S造 

RC造 

6 
健康福祉センター

（いかまい館） 

・保健センター 

・高齢者入浴施設 

・会議・集会スペース 

（貸出施設：会議室 6 室、

研修室3室、ボランティア

室、世代間交流室、調理

実習室） 

・東部高齢者相談センター

一宮出張所 

2000 

(築 20年) 

3,703.0㎡ 

（12,743.7㎡） 
RC造 
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表 一宮庁舎の現況 

No. １ 
 

 

施設名称 一宮庁舎  

機能 

・一宮支所 

・上下水道部 

・道路河川管理課東部道路維持グループ 

 

地図 

 

利用状況 

運営形態 

年間利用者数：22,000人（2018年度） 

支所職員：12人 

上下水道部職員：63人＋委託業者 15人 

道路河川管理課職員：8人 

運営形態：直営 

課題 

・支所庁舎の中で最も築年数が古く劣化が進んでいる 

・旧議場や委員会室等は利活用が困難なため空きスペースとなるなど余剰施設と 

なっている 

・市民サービスの充実と行政機能の強化に向けて、上下水道部等の本庁舎周辺へ 

の集約化を検討する必要がある 

関連計画で

の記述内容 

＜豊川市公共施設適正配置計画＞ 

・分散している組織（上下水道部）の本庁への集約化または本庁舎周辺の他の施設へ

の移転を検討する 

・（施設再編のイメージ）一宮庁舎、農業者トレーニングセンター、一宮生涯学習センタ

ー等の機能統合により、一宮エリアを対象とする活動と交流の拠点を形成する 

敷地境界        該当施設 
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表 一宮生涯学習センターの現況 

No. ２ 
 

 
施設 一宮生涯学習センター 

機能 

・会議・集会スペース 

（貸出施設：舞台、集会室、教養娯楽室２室、展示 

ホール、談話室２室） 

・図書館 

地図 

 

利用状況 

運営形態 

年間利用者数：37,528人 

利用率（利用コマ数／利用可能コマ数）：23%（4,570/20,020）（2018年度） 

（うち集会室・舞台 33％、その他室等の平均 20％） 

蔵書数：31,571冊（2018年度） 

貸出冊数：55,921冊（2018年度） 

運営形態：直営 

課題 

・施設の劣化が進んでいる 

・生涯学習センター及び図書館が都市機能誘導区域に誘導する施設として位置付けら

れているが、現在は当該区域の外に立地している 

・利用率が低く施設の有効利用が求められる 

・会議・集会スペースの機能が地域内で重複している 

関連計画で

の記述内容 

＜豊川市立地適正化計画＞ 

・一宮生涯学習センター、図書館は都市機能誘導区域内への誘導が求められる 

＜豊川市公共施設適正配置計画＞ 

・コミュニティ施設の適正配置の推進が必要 

  

（参考） 
中央図書館（531,362 冊） 
音羽図書館（67,406 冊） 
御津図書館（74,636 冊） 
小坂井図書館（33,935 冊） 

敷地境界        該当施設 

一宮生涯学習センター  
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表 いちのみや児童館の現況 

No. ３  

 

施設 いちのみや児童館 

機能 ・児童館 

地図 

 

利用状況 

運営形態 

年間利用者数：12,976人（2018年度） 

運営形態：直営 

課題 
・施設の劣化が進んでいる 

・駐車場が狭小 

関連計画で

の記述内容 

＜豊川市公共施設適正配置計画＞ 

・児童館についてはリーディング事業の中で他のコミュニティ施設への複合化等を検討

する 

  

敷地境界        該当施設 
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表 一宮体育センターの現況 

No. ４  

 

施設 一宮体育センター 

機能 
・体育施設 

（貸出施設：体育館） 

地図 

 

利用状況 

運営形態 

年間利用者数：21,558人（2018年度） 

利用率（利用コマ数／利用可能コマ数）：64%（5,994/9,334）（2018年度） 

運営形態：指定管理＊ 

課題 

・施設の老朽化、劣化が進んでいる 

・体育施設の機能が農業者トレーニングセンターと重複している 

・地域住民のうち市内の体育施設を利用している人の割合が低い 

（中学校区別の体育施設の利用状況が他エリアと比較して低い（「公共施設の利用状

況・住民意識アンケート結果」より）） 

関連計画で

の記述内容 

＜豊川市公共施設適正配置計画＞ 

・エリア内で機能重複している体育施設の集約を推進 

・体育施設の統合等の検討については、近接する学校体育館との集約化も検討する 

  

敷地境界        該当施設 
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表 農業者トレーニングセンターの現況 

No. ５ 
 

施設 農業者トレーニングセンター  

機能 

・体育施設 

・会議・集会スペース 

（貸出施設：体育館、舞台、営農相談室、調理実習

室、和室、研修室、会議室２室、視聴覚室） 

地図 

 

利用状況 

運営形態 

年間利用者数：58,914人（2018年度） 

利用率（利用コマ数／利用可能コマ数）：20%（9,501/46,670）（2018年度） 

（うちアリーナ・舞台 54％、その他の室等平均 14％） 

運営形態：指定管理 

課題 

・施設の老朽化が進んでいる 

・体育施設、会議・集会スペースの機能が地域内で重複している 

・地域住民のうち市内の体育施設を利用している人の割合が低い 

（中学校区別の体育施設の利用状況が他エリアと比較して低い（「公共施設の利用状

況・住民意識アンケート結果」より）） 

関連計画で

の記述内容 

＜豊川市公共施設適正配置計画＞ 

・エリア内で機能重複している体育施設の集約を推進 

・コミュニティ施設の適正配置の推進が必要 

 

  

敷地境界        該当施設 
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表 健康福祉センター（いかまい館）の現況 

No. ６ 

 施設 健康福祉センター(いかまい館) 

機能 

・保健センター 

・高齢者入浴施設 

・会議・集会スペース 

（貸出施設：会議室 6 室、研修室 3 室、ボランティア

室、世代間交流室、調理実習室） 

・東部高齢者相談センター一宮出張所 

地図 

 

利用状況 

運営形態 

年間利用者数：67,695人（2018年度） 

会議・集会スペース利用率（利用コマ数／利用可能コマ数）：7%（516/7,224） 

（2017年度） 

運営形態：指定管理 

課題 

・施設は新しいが、交通利便性が低い 

・会議・集会スペースの利用率が低く、施設の有効利用が求められる 

・会議・集会スペースの機能が地域内で重複している 

関連計画で

の記述内容 

＜豊川市公共施設適正配置計画＞ 

・躯体＊の長寿命化を図るとともに、スペースの効率的・効果的な活用を図る 

・地域での保健活動の継続を前提に、各施設における機能の見直しを図り、他用途へ

の転用や複合的利用など有効な活用を検討する 

・高齢者相談センターは、日常生活圏域毎に置かれていることから、現在の状況によっ

ては、配置場所の検討を行っていく 

＜豊川市高齢者福祉計画＞ 

・高齢者相談センターについては、施設再編計画に併せ、高齢者相談センターと出張所

の配置についても検討し、機能強化を図る 

  

敷地境界        該当施設 
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（6）一宮地区の公共施設再編に係る住民アンケート 

一宮地区の公共施設再編を検討するに当たって、令和 2年 10月に一宮地区在住 18歳以上の男女

1,000 人（住民基本台帳より無作為抽出）を対象に、アンケート調査（508 票、回収率 50.8％）を実施

しました。この調査において、一宮地区のまちづくりに係る満足度等、再編対象の 6 施設に入っている 8

つの機能（一宮支所、一宮生涯学習センター、一宮図書館、いちのみや児童館、一宮体育センター、農業

者トレーニングセンター、健康福祉センター（いかまい館）、東部高齢者相談センター一宮出張所）につい

ての利用状況及び満足度等、公共施設再編に係るご意見についてお聞きしたところ、以下のような結果

となりました。 

 

①一宮地区のまちづくりについて 

■全体的な満足度 

一宮地区の暮らしやすさについては、全体的な満足度が「とても満足」または「ある程度満足」と回答し

た人が全体の約 7割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答（一宮地区の暮らしやすさについての全体的な満足度） 

  

N=508  



16 

■一宮地区の良いところ 

一宮地区の良いところ（魅力、より伸ばしたい点）としては、「災害が少ない」、「緑が多い」及び「犯罪が

少ない」の順で多く選択されており、自然が多く安全で安心して生活できる点が一宮の魅力であると考

えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答（一宮地区の良いところ(魅力、より伸ばしたい点)<複数回答>） 

 

■一宮地区のなおしたいところ 

一宮地区のなおしたいところ（不足、改善点）としては、「交通の便が良くない」、「買い物や外食が不

便」、「公共施設が充実していない」の順で多く選択されており、生活の利便性についての不満が多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答（一宮地区のなおしたいところ(不足、改善点)<複数回答>） 

43.7%

41.1%

29.1%

24.6%

24.2%

11.6%

5.3%

4.3%

3.1%

2.2%

2.0%

1.0%

21.5%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

交通の便が良くない

買い物や外食が不便

公共施設が充実していない

都市基盤が整備されていない

医療･福祉サービスが充実していない

地域活動が少ない

地域での人間関係が良くない

子育てがしにくい

子どもの教育環境が良くない

犯罪が多い

緑が少ない

災害が多い

その他

無回答
N=508  

57.9%

52.8%

38.0%

21.3%

19.9%

15.0%

11.6%

10.6%

7.9%

7.1%

2.6%

2.2%

4.9%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

災害が少ない

緑が多い

犯罪が少ない

買い物や外食が便利

交通の便が良い

地域での人間関係が良い

子育てがしやすい

都市基盤(道路、公園等)が整備されている

子どもの教育環境が良い

医療･福祉サービスが充実している

地域活動が盛ん

公共施設が充実している

その他

無回答 N=508  
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②公共施設の利用について 

■施設の利用頻度 

一宮庁舎は、「年数回程度」以上の頻度で利用している人が約 7 割ですが、それ以外の施設（一宮生

涯学習センター、一宮図書館、いちのみや児童館、一宮体育センター、農業者トレーニングセンター、健

康福祉センター（いかまい館）、東部高齢者相談センター一宮出張所）については、7 割以上の人が「利

用していない」と回答しており、全体的に利用頻度が低い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答（あなたの最近１年間の施設の利用頻度） 

 

■主な交通手段 

各施設への主な交通手段は、「車」が圧倒的に多く、次いで「徒歩・自転車」となっています。「バス」と

回答した人は健康福祉センター（いかまい館）の 2.4％が最多、「電車」と回答した人は一宮庁舎の

0.2％が最多となっており、公共交通機関の利用率が低い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答（主な交通手段） 

N=508  

N=508  
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■満足度 

各施設の満足度については、サービス内容、施設の広さ、老朽度及び立地に関しての意見が多く、今

後の公共施設整備においても重要なポイントになってくることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答（満足度） 

 

表 満足度の理由の例（抜粋） 

（サービス内容） 

◇満足・やや満足 職員の対応が良い（一宮庁舎、一宮生涯学習センター） 

混んでいない（一宮庁舎） 

子どもにとってよい施設（いちのみや児童館） 

◇不満・やや不満 図書が少ない（一宮図書館） 

  

（施設の広さ及び老朽度） 

◇満足・やや満足 いろいろなサイズの部屋があり良い（一宮生涯学習センター） 

駐車場が広くて便利（農業者トレーニングセンター） 

◇不満・やや不満 暗い（一宮庁舎）  

駐車場が狭い（いちのみや児童館、一宮体育センター） 

狭い、学習机が少ない（一宮図書館） 

建物が古い（一宮体育センター） 

  

（立地） 

◇満足・やや満足 近くて良い、便利（一宮庁舎、一宮図書館、農業者トレーニングセンター） 

◇不満・やや不満 遠い（一宮生涯学習センター） 

車がないと行けない（健康福祉センター） 

  

N=508  
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③公共施設の再編について 

■施設集約の考え方及び優先施設 

公共施設の集約については、「できるだけ機能を集約し、1 つの中心的な拠点を整備すべき」が最も多

く、集約対象施設の優先度としては、「利用者数や利用率の低い施設」、「機能が重複している施設」、

「維持や改修に多額の費用がかかる施設」の順で多く選択されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答（一宮地区において、施設の集約を検討する場合、どのような考え方がよいか） 
※「1つを選んで〇印をつけてください」としていた設問ですが、複数に〇をつけて下さった回答者がいるため、この

設問のNの値は回答数であり回答者数ではありません。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答（一宮地区において、施設の集約を検討する場合、どのような施設から優先的に集約していくべきか） 
※「1 つを選んで〇印をつけてください」としていた設問ですが、複数に〇をつけて下さった回答者がいるため、この設問の N の値は回答

数であり回答者数ではありません。 

 

N=518  

N=519  
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■複合施設がどんな場所になれば良いか 

将来の複合施設については、「子どもから高齢者まで様々な世代が集まって交流できる場」、「子育て

世代の拠り所となる場」、「高齢者がいきいき活動できる場」の順で多く選択されており、多世代に利用さ

れ世代を超えた交流ができる場を提供することが期待されています。また、そのための機能として、カフ

ェなどの「飲食・休憩する場所」、広場や運動施設などの「スポーツ・レジャー」のような機能を求める意見

が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答（将来、一宮地区の活動と交流の拠点となる新しい複合施設ができるとしたら、どんな場所になれば良いか<複数回答>） 

 

表 回答（一宮地区の活動と交流の拠点となる新しい複合施設ができるとしたら、“人が集い、市民交

流を促す場”となるために、どんな機能やサービスがあると良いと思うか。<自由記述>） 

（交通・アクセス） 交通機関の充実・アクセスしやすくする 21 

  広い駐車場 10 

（公共施設等） 交番 16 

  図書館 15 

  イベントホール・文化会館 14 

  子育て相談室・健康相談・悩み相談窓口 11 

  市民が交流できる場所（高齢者と子どもが一緒に遊ぶ など） 10 

  市役所・支所の機能 9 

（飲食・休憩する場所） 喫茶店・カフェ・飲食店 62 

  ひと息つける場所、おしゃべりできる場所（机といす） 10 

  低価格の食堂（軽食が食べられる場所） 10 

（商業施設） 買い物できる場所（スーパー・ショッピングモール・デパート など） 25 

  産直市場（地元のものを販売） 10 

（スポーツ・レジャー） 屋外施設 
（遊歩道、川遊び、芝生広場、キャンプ場、アスレチック など） 

36 

  屋内施設 
（体育館、ジム・プール・ヨガ教室、室内アスレチック など） 

30 

  子どもが遊んで学べる施設 
（安心して遊ばせられる場所、思いっきり体を動かせる場所、大人から
子供まで遊べる など） 

19 

(災害時利用できる場所） 災害時の避難場所・シェルター 8 

N=508  
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３ 対象敷地 

（1）敷地の検討 

前章までを踏まえ、一宮地区で拠点となる複合施設を整備することのできる敷地を検討しました。 

市有地では、現在、一宮庁舎等が立地する敷地が、面積や位置（「豊川市立地適正化計画」の都市機

能誘導区域内に位置している。）等の条件から適当であると考えられますが、第 3 次豊川市都市計画マ

スタープランで「地域拠点」として位置付けられている三河一宮駅の800ｍ圏内には位置していません。 

今回検討している複合施設は、多くの人が集まる拠点性が高い施設になることを踏まえ、現在の一宮

庁舎等の敷地と「地域拠点」の中心となる三河一宮駅から半径 800ｍ圏内の範囲の敷地を取得する場

合について、比較検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 敷地Ａ（現在の一宮庁舎等の敷地）と敷地Ｂ（三河一宮駅の 800ｍ圏内）の位置図 
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下表の比較検討から、新施設の立地は、利便性、歴史性、都市計画の方向性などを踏まえ、敷地Ａ

（一宮庁舎等敷地）が望ましいと考えられます。 

 

表 敷地の比較検討 

 

 

 

 

一宮庁舎等敷地（面積；13,347.84㎡） 

（豊川市一宮町豊１） 

 

 

 

 

新規取得（面積未定） 

（三河一宮駅 800ｍ圏内） 

〇 

用地取得が不要なので、施設整備費を抑えること

ができる。また、早期に整備ができる。 

〇 

都市計画マスタープランにおいて一宮地区の地域

拠点として示されている三河一宮駅から約 800ｍ

圏内に立地可能である。 

〇 

現一宮庁舎の敷地は以前から庁舎が立地するな

ど、古くから一宮地区の機能が集積していた馴染

みのある土地である。 

× 

都市機能誘導区域内にはまとまった市有地が無

く、適当な候補地も無いが、仮に取得するとした場

合でも用地取得費用及び期間（最低２年程度以

上）がかかる。 

（参考：74,800円／㎡ 近隣の公示地価（2020）） 

〇 

バスが３路線通っており、一宮地区の中では公共

交通が充実した地域となっている。 

× 

一宮地区の施設配置を考えると、かなり東部中学

校区寄りに移動することとなる。 

× 

都市機能誘導区域内ではあるが、都市計画マスタ

ープランにおいて一宮地区の地域拠点の中心であ

る三河一宮駅からの半径 800ｍ圏内からは外れ

る。 

× 

市街化調整区域＊は、まとまった土地があるが、市

街地を拡大することになり、本市の都市計画の方

針に反する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

敷地

Ａ 

敷地

Ｂ 
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（2）敷地概要 

現在の一宮庁舎等の敷地の法的な条件は以下のとおりです。 

住所 豊川市一宮町豊１ 

都市計画図  

敷地面積 13,347.84㎡ 

用途地域 第２種住居地域※ 

※主として住居の環境を保護するため定める地域住宅、病院、大学、店舗や飲食店、オフィスビル、ホテル、 

パチンコ店などが建築可能。 

建蔽率 60% 

容積率 200% 

防火・準防火地域 22条区域※ 
※火災による延焼を防ぐため、屋根、外壁を燃えにくい材料にしなければならない区域。 

地区計画 なし 

高さ制限 なし 

備考 ・市有地 

・消防署（一宮出張所）の敷地（1,084.29㎡）は、本検討から除く 

・現在の利用状況（一宮庁舎延床面積4,403.51㎡、農業者トレーニングセンター延

床面積 1,989.9㎡、消防署一宮出張所延床面積 538.7㎡、駐車台数 131台（公

用車等 64台分含む）） 
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４ 公共施設再編の考え方 

（1）対象施設の再編の方向性 

対象施設の課題を踏まえ、各対象施設の再編の方向性を以下のとおり定めます。 

 

表 各対象施設の再編の方向性 

施設名 課題 

一宮庁舎 〇支所庁舎の中で最も築年数が古く、劣化が進んでいる 

〇上下水道部等の本庁舎周辺への集約化を検討する必要がある 

一宮生涯学習センター 〇施設の劣化が進んでいる 

〇生涯学習センター及び図書館が都市機能誘導区域に誘導する施

設に設定されている 

〇会議・集会スペースの機能が地域内で重複している 

いちのみや児童館 〇施設の劣化が進んでいる 

一宮体育センター 〇施設の老朽化、劣化が進んでいる 

〇体育施設の機能が農業者トレーニングセンターと重複している 

農業者トレーニングセンター 〇施設の老朽化が進んでいる 

〇体育施設、会議・集会スペースの機能が地域内で重複している 

健康福祉センター 

（いかまい館） 

〇利用率が低く、施設の有効利用が求められる 

〇会議・集会スペースの機能が地域内で重複している 

  

 

 

施設名 再編の方向性 

一宮庁舎 〇支所機能については、他機能と複合化 

〇上下水道部等は、本庁等への集約化を推進 

一宮生涯学習センター 〇図書館は、新施設に複合化を検討 

〇他のコミュニティ施設との集約化、複合化等 

いちのみや児童館 〇どの施設との複合化が適切かを含めて検討する 

一宮体育センター 〇体育施設の機能重複を解消するため、施設の統合等を検討する 

農業者トレーニングセンター 〇体育施設は、機能重複を解消するため施設の統合等を検討する 

〇コミュニティ機能は、他のコミュニティ施設との集約化、複合化等 

健康福祉センター 

（いかまい館） 

〇施設の有効活用のため、複合的利用などの可能性を検討する 

 

 

  



25 

（2）再編全体の方向性 

再編全体の方向性を、上位計画及びアンケート結果等から下記のとおりとします。 

 

■場所 

〇拠点となる複合施設は、現在の一宮庁舎等の敷地への整備を優先的に検討します。 

 

■再編全体の方向性 

＜市全体の公共施設マネジメント＊の方針に沿った考え方＞ 

〇市の公共施設マネジメントの目標として掲げている、今後 50 年間で保有面積 30％縮減及びトー

タルコスト＊43％縮減に寄与します。 

〇豊川市立地適正化計画において誘導施設に設定されている図書館・生涯学習センターについては、

都市機能誘導区域へ誘導することに配慮します。 

〇利用率の低い施設、機能が重複している施設、維持や改修に多額の費用がかかる施設などを複合

化等することを考えて拠点となる施設を検討していきます。 

〇SDGs（Sustainable Development Goals）＊の「11.住み続けられるまちづくりを」に資する取

組とします。 

 

＜一宮地区の“地域の活動や多世代交流が促進”されるような拠点を創造するための考え方＞ 

〇子どもから高齢者まで幅広い世代が楽しく快適に過ごせ、様々な活動による交流が促進される複

合施設となるような機能を検討していきます。 

〇地域の特色が感じられるデザインを取込めるように検討していきます。 

〇飲食や休憩ができる場所や、屋外空間で活動ができるなど快適な時間を過ごせる機能・空間につ

いても検討していきます。  

〇環境に与える影響が少ない整備となるように配慮します。 

〇安全・安心で誰もが利用しやすい施設となるように配慮します。 

〇災害時の継続利用が出来るように、耐震性の確保や設備に配慮します。 
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図 再編後の新施設のイメージ 

  

子どもから高齢者まで幅広い
世代が集まり、様々な活動を
通じた交流ができる施設 

多世代 
で楽しめる 

地域 
に親しまれる 

 
地域の特色が感じられ、環
境にやさしいデザインに 

快適 
に過ごせる 

施設内外に快適に滞在でき
る機能・空間を設ける 

地域の活動・多世代交流を 

促進する拠点 

一宮支所 一宮生涯学習センター 一宮体育センター 

農業者トレーニング 

センター 

健康福祉センター 

（いかまい館） 

いちのみや児童館 

＜現在の一宮地区の公共施設＞ 

＜再編後の新施設＞ 

＜市全体の公共施設マネジメントの方針に沿った考え方＞ 

◆保有面積・コストの縮減 

◆コンパクトなまちづくり（図書館・生涯学習センターを都市機能誘導区域へ） 

◆効率的・効果的な複合化 

◆住み続けられるまちづくり 
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５ 新施設の考え方 

（1）再編パターンの検討 

現在の一宮庁舎等の敷地に、地域の拠点となる複合施設を新設することを前提とし、再編対象である

6 つの公共施設の再編パターンについて検討しました。検討においては、各施設が有している機能単位

で考え、再編の効果、再編にかかる施設整備費、立地適正化計画の観点などから総合的に評価しました。 
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表 再編パターン１ 

１ 多世代の活動を通じて交流が生まれる地域の交流拠点の形成 

イメージ 

 

概要 

〇一宮庁舎敷地に、対象６

施設の機能をできるだ

け複合化し、多世代の

様々な活動を通して地

域交流の拠点となる施

設を整備します。 

※健康福祉センター（いかま

い館）は、高齢者相談セン

ターのみ施設再編の対象

としています。（パターン１

～３共通） 

各拠点の 
機能 

 

メリット ・機能を最も集約できる 

デメリット ・新施設の規模が大きくなる 

地域 
意見 

(アンケート) 

・利用率の低い施設や機能が重複している施設の集約 

・子どもから高齢者まで様々な世代が集まって交流できる複合施設 

・快適に時間を過ごせる機能がある施設 

・アクセスしやすい場所 

立適 〇：図書館機能・社会教育機能を都市機能誘導区域内の新施設へ複合 

総括 
（参考） 〇 

新設の複合施設 
 

健康福祉センター 
（いかまい館） 

支所機能 

体育館機能 
 

社会教育 
機能 

（会議・集会） 

図書館機能 

児童館機能 

高齢者 
福祉機能 
（入浴施設） 

保健 
センター 

 

高齢者 
福祉機能 
（高齢者相談
センター） 

 

廃止予定施設 

一宮庁舎 

農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

一宮生涯学習ｾﾝﾀｰ

一宮体育ｾﾝﾀｰ 

いちのみや児童館 

施設整備費 

大 

再編の効果 

再編後の維持管理

費低減効果 中 

面積の縮減効果 中 

新施設 
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表 再編パターン２ 

２ 目的に応じて活動場所が選べる交流拠点の形成 

イメージ 

 

概要 

〇支所、図書館、体育館、社

会教育、高齢者福祉機能

を複合化し、利便性が高

く、地域の活動が促進さ

れる拠点となる施設を整

備します。 

〇生涯学習センターは、社

会教育機能と児童館の複

合化によりイベント利用等

の対応もできる施設とし

て改修します。 

各拠点の 

機能 

 

メリット ・生涯学習センターが有効活用される 

デメリット ・機能集約の効果が少ない。生涯学習センターへのバス路線がない 

地域 
意見 

(アンケート) 

・利用率の低い施設や機能が重複している施設の集約 

・子どもから高齢者まで様々な世代が集まって交流できる複合施設 

・快適に時間を過ごせる機能がある施設 

・アクセスしやすい場所 

立適 △：社会教育機能の一部が都市機能誘導区域外の生涯学習センターに残る 

総括 
（参考） × 

新設の複合施設 
 

一宮生涯学習センター 
（改修・複合化） 

支所機能 体育館機能 
 

図書館機能 

社会教育 
機能 

（会議・集会） 

健康福祉センター（いかまい
館） 

高齢者 
福祉機能 
（入浴施設） 

 

保健 
センター 

 

社会教育 
機能 
（会議） 

児童館機能 

廃止予定施設 

一宮庁舎 

農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

一宮体育ｾﾝﾀｰ 

いちのみや児童館 

施設整備費 

中+改修費用 

再編の効果 

再編後の維持管理

費低減効果 小 

面積の縮減効果 小 

高齢者 
福祉機能 
（高齢者相談
センター） 

 

新施設 

一宮生涯学習センター 
（改修・複合化） 
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表 再編パターン３ 

３ 地域交流の場となる拠点の形成 

イメージ 

 

概要 

〇一宮庁舎敷地に、対象６

施設の機能を複合化し、

様々な集い、活動を通じ

て地域の交流を促す拠点

となる施設を整備します。 

〇健康福祉センター(いかま

い館)の有効活用として、

社会教育機能を複合化

し、これまで以上に交流が

生まれる施設として改修

します。 

各拠点の 

機能 

 

メリット ・健康福祉センターが有効活用される 

デメリット ・健康福祉センターへのバス路線はあるが、交通利便性が低い 

地域 
意見 

(アンケート) 

・利用率の低い施設や機能が重複している施設の集約 

・子どもから高齢者まで様々な世代が集まって交流できる複合施設 

・快適に時間を過ごせる機能がある施設 

・アクセスしやすい場所 

立適 △：社会教育機能の一部が都市機能誘導区域外の健康福祉センターへ集約 

総括 
（参考） 

△ 

新設の複合施設 
 

支所機能 

体育館機能 
 

図書館機能 

健康福祉センター 
（いかまい館） 
（改修・複合化） 

保健 
センター 

 

社会教育 
機能 
（会議） 

高齢者 
福祉機能 
（入浴施設） 

 社会教育 
機能 

（会議・集会） 

児童館機能 

廃止予定施設 

一宮庁舎 

農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

一宮生涯学習ｾﾝﾀｰ 

一宮体育ｾﾝﾀｰ 

いちのみや児童館 

施設整備費 

中+改修費用 

再編の効果 

再編後の維持管理費

低減効果 大 

面積の縮減効果 大 

高齢者 
福祉機能 
（高齢者相談
センター） 

 

健康福祉センター（いかまい館） 

（改修・複合化） 

新施設 
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再編パターン１は、再編対象施設６施設の機能のうち集約可能な機能をすべて新設する複合施設に含

めるパターンです。機能を最も集約できるため、再編効果としては最も大きくなるとともに、立地適正化

計画において、都市機能誘導区域に誘導することとされている図書館機能及び社会教育機能を全て都

市機能誘導区域に移設できることとなります。 

再編パターン２は、一宮生涯学習センターに児童館を移動して活用し、それ以外の集約可能な機能を

全て新設する複合施設に含めるパターンです。一宮生涯学習センターは有効活用されますが、その分機

能集約の効果が少なくなり、また、一宮生涯学習センターにはバス路線がないなどの課題があります。な

お、この場合、社会教育機能（会議）が都市機能誘導区域外の一宮生涯学習センター内に残ることにな

ってしまいます。 

再編パターン３は、健康福祉センター（いかまい館）に社会教育機能（会議）を移動し、それ以外の集約

可能な機能を全て新設する複合施設に含めるパターンです。健康福祉センターは有効活用されますが、

その分機能集約の効果が少なくなり、また、健康福祉センターにバス路線はありますが、他の施設と比較

して遠方にあり、交通利便性が低くなります。なお、この場合、社会教育機能（会議）が都市機能誘導区

域外の健康福祉センター内に残ることになってしまいます。 

上記３パターンを比較した結果、機能をできるだけ複合化し、多世代の様々な活動を通して地域交流

の拠点を整備することができる再編パターン 1が最適であると判断されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 再編パターン 1の再編イメージ 

一宮支所 
 上下水道部 

支所機能 

その他団体 

一宮生涯学習センター 
 図書館機能 

会議・集会機能 

いちのみや児童館 
 

一宮体育センター 
 

体育館機能 

農業者トレーニングセンター 
 体育館機能 

豊川市全体の庁舎の 
機能集約・再編 

新施設 
 

支所機能 
200㎡ 

体育館機能 
1,920㎡ 

図書館機能 
200㎡ 

社会教育機能 
（会議・集会） 

児童福祉機能 

会議・集会機能 

現在 再編後 

高齢者福祉機能 
（高齢者相談センター） 

児童福祉機能 
健康福祉センター（いかまい館） 
 健康福祉センター（いかまい館） 

 
高齢者福祉機能 
（入浴施設） 高齢者福祉機能 

保健センター 保健センター 



32 

（2）新施設への導入機能 

再編パターン 1 で新施設を整備する場合の導入機能及び必要スペースについて、以下のとおり整理

しました。なお、当該導入機能及び必要スペースについては、今後の検討において詳細を計画するため、

現時点での想定であり、今後、変更する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 新施設への導入機能と主な諸室等 
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（3）新施設の敷地条件及び現在の利用状況 

現在の一宮庁舎等の敷地は、13,347.84㎡の面積で第２種住居地域（建蔽率60％、容積率200％）

に指定されています。南東側を国道 151 号、それ以外を市道によって囲まれており、南東及び南西側の

道路は２車線で歩道が整備されています。 

現在は、建物が機能別に分散して建てられており、一体的な施設としては利用しづらくなっています。

建物の間に駐車場が配置されており、131 台（うち、一般用 67 台）が駐車可能です。また、歩行者と自

動車の主な動線が交差しており、安全面に課題があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現在の利用状況 

 

  



34 

（4）新施設のゾーニング 

敷地内での新施設の配置について、複数パターンを比較検討しました。パターン A は、新施設の利便

性及びシンボル性を重視し、敷地の中央に配置している案です。パターン Bは新施設の利便性及びシン

ボル性と既存機能の継続使用に配慮し、敷地の南西に配置している案です。パターン Cは、既存機能の

継続使用を重視し、敷地の東側に配置している案です。 

 

表 パターン A 

ゾーニング図 

 

概要 
新施設の利便性、シンボル性を重視した配置 

（敷地中央に新施設を配置） 

想定される事業工程 
△ 庁舎解体前に仮設庁舎を建設し、機能の一時移転が必要 

（仮設庁舎建設→庁舎解体→新建設→農トレ解体） 

施設の配置 

〇 新施設及び広場等が国道等に向いており、にぎわいや雰囲気が通

行者にも伝わりやすい 

広場等と駐車場への歩行距離が比較的短い 

△ 広場等と駐車場の一体利用が図りづらい 

整備費 
△ 建設費のほかに、庁舎機能の一時移転に伴う仮設庁舎の建設、維持

費等が必要 

利用者の利便性等 

〇 工事中も農トレが利用可能 

△ 工事期間中の駐車場が不足しやすい 

× 一宮庁舎内の機能を２回移転する必要がある 

共用空間(屋外)活用等の 

検討 

△ 敷地の一部での小規模な活用が検討可能 
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表 パターン B 

ゾーニング図 

 

概要 
新施設の利便性及びシンボル性と既存機能の継続使用に配慮した配置

（敷地南西側に新施設を配置） 

想定される事業工程 

〇 事業費や庁舎機能の移転時期等より、適した方法が選べる 

（Ｂ－１仮設庁舎建設→庁舎解体→新建設→農トレ解体） 

（Ｂ－２農トレ解体→新建設（1期）→庁舎解体→新建設（2期）） 

施設の配置 

〇 広場等と駐車場の一体利用が図りやすい 

△ 新施設は交差点に近く徒歩でのアクセスに便利であるが、広場等が

国道等から見て建物に隠れてしまう 

駐車場への歩行距離が比較的長い 

整備費 〇 庁舎外部移転に伴う仮設庁舎の建設は不要Ｂ－２ 

利用者の利便性等 

〇 旧一宮庁舎を継続使用したまま新施設の建設が可能Ｂ－２ 

△ 工事期間中の駐車場が不足しやすいＢ－１ 

× 工事中は農トレの利用不可Ｂ－２ 

共用空間(屋外)活用等の 

検討 

〇 敷地の一部での幅広い活用が検討可能 
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表 パターン C 

ゾーニング図 

 

概要 
既存機能の継続使用に配慮した配置 

（敷地東側に新施設を配置） 

想定される事業工程 

〇 事業費や庁舎機能の移転時期等より、適した方法が選べる 

（Ｃ－１農トレ解体→新建設→庁舎解体） 

（Ｃ－２農トレ解体→新建設（1期）→庁舎解体→新建設（2期）） 

施設の配置 

〇 広場等と駐車場の一体利用が図りやすい 

△ 新施設が国道等から少し奥まった部分に位置している印象になる 

駐車場への歩行距離が比較的長い 

整備費 
〇 庁舎外部移転に伴う仮設庁舎の建設は不要 

農トレを一部改修する案も検討可能 

利用者の利便性等 

〇 旧一宮庁舎を継続使用したまま新施設の建設が可能 

△ 工事期間中の駐車場が不足しやすいＣ－１ 

× 工事中は農トレの利用不可 

共用空間(屋外)活用等の 

検討 

〇 敷地の一部での幅広い活用が検討可能 
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６ 事業の推進に向けて 

（1）事業スケジュール（案） 

今後、令和 7 年度以降の工事開始を目指して、基本計画の策定及び基本設計・実施設計を行ってい

きます。それに伴って必要となる市全体の庁舎再編等に係る検討も進めていきます。 

年度 新施設整備 その他 

令和 2年 

  

令和 3年 

  

令和 4年 

  

令和 5年 

  

令和 6年 

  

令和 7年以降 

  

 

図 今後のスケジュール 

※事業スケジュール（案）については、進捗状況により変更となる場合があります。 

・基本構想の策定（本検討） 

・基本計画の策定 

・基本設計 

 

・実施設計 

・工事 
事業手法、解体、新設、改修等の建設手
順・工法などによって変動有り 

供用開始 
 

・市全体の庁舎再編

を検討 
現在一宮庁舎に入ってい
る上下水道部などの部署
を含めた検討を進める。 
それに伴い、複合化後の
既存施設の利活用につい
ても検討を進める 

・工事進捗に合わせて

機能移転等を実施 
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（2）今後の検討事項 

①新施設の諸室・規模等 

本検討においては、一宮地区の再編の考え方を整理し、新施設に含める機能や建物配置の方向性に

ついて検討しましたが、様々な機能を複合化するだけで地域の交流が促進されるわけではなく、今後、

どのような施設にするか具体的に検討する必要があります。基本計画の検討段階においては、利用者の

属性、時間帯、活動内容などを想定しながら、必要諸室や規模、動線、配置について検討を進めるととも

に、地域に親しまれる施設とするため、地域の特色が感じられるデザインについて、設計、工事に向けて

検討します。 

②建設工法 

再編整備においては、豊川市の公共施設マネジメントの目標に沿って、整備コストを抑制するというこ

とも大きな検討要素になります。建設工法や工程の工夫、既存建物の改修などによるコストの抑制など、

総合的に検討していきます。 

③事業手法 

近年では、民間企業の資金及びノウハウを公共施設の整備・運用に導入する PFI＊/PPP＊の手法を

採用するケースが増えています。この手法を取り入れることで、長期的なコストの削減及びサービス向上

等が見込めそうであれば、一宮の新施設整備に関しての導入可能性を検討します。 

④運営方法の検討 

公共施設を再編したことによって、施設を利用する地域住民の方々の利便性が向上するように施設

の効率的な運用、管理について検討を進めていきます。 

⑤既存施設及び敷地の利活用 

新施設に複合化された機能を有していた既存施設の活用については、豊川市全体の庁舎の機能集

約・再編の可能性など、十分に検討をした上で判断していきます。 
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（3）施設の運営方針 

複合施設の運営は、機能ごとに営業時間や利用者等が異なり、機能によって市役所の担当課が異な

るなど煩雑になりやすい傾向にあるため、責任の所在を明らかにし、円滑に施設運営を行うことが求め

られます。今後は、再編の対象となる施設所管課をはじめとする関係部署の意見等も踏まえ、検討を進

めます。 

 

表 複合施設運営の主な手法 

代表する課が施設全体を管理 区画ごとに各機能の所管課が管理 

＜概要＞ 

代表する課が施設全体を管理し、各機能の所

管課は運営のみを行う 

＜概要＞ 

複合施設を機能別に区画し、その区画ごとに各機

能の所管課が管理及び運営の両方を行う 

＜メリット＞ 

・施設の位置付けが明確 

・施設管理が集中でき効率的 

＜メリット＞ 

・責任の所在が明確（共有部は要検討） 

＜デメリット＞ 

・特定の機能に関する修繕の予算配分等につ

いて協議が必要 

＜デメリット＞ 

・施設管理の関係課が多く細かな取り決めが必要 

・施設管理の事務が重複するなど非効率 

 

表 複合化が予定されている機能の現在の運営状況 

機能 利用目的 開館時間 
休館日 

（年末年始以外） 
所管課 

一宮支所 手続、相談 8:30～17:15 土、日、祝日 
一宮支所 

 

一宮生涯学習センター 
会議、 

その他活動 
9:00～22:00 月 生涯学習課 

一宮図書館 

（一宮生涯学習センター内） 

貸出、閲覧、 

学習 
10:00～18:00 月、第 3水曜 中央図書館 

いちのみや児童館 遊び、相談 9:00～18:00 水、祝日の翌日 
子育て支援課 

 

一宮体育センター 運動 9:00～22:00 － 
スポーツ課 

（指定管理者） 

農業者トレーニング 

センター 

運動、会議、 

その他活動 
9:00～22:00 － 

スポーツ課 

（指定管理者） 

東部高齢者相談センター 

一宮出張所 
相談 8:30～17：15 

土、日、祝日 

 

介護高齢課 

（社会福祉協

議会） 

※各機能の開館時間及び休館日等は現在のものであり、新施設については今後検討します。  
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参考資料 

（1）一宮地区公共施設再編整備基本構想検討委員会委員名簿 

  

職名 氏名 所  属 備考 

委員 

浅野
あ さ の

 純一郎
じゅんいちろう

 
豊橋技術科学大学 

建築・都市システム学系 教授 
学識 

宇野
う の

 勇治
ゆ う じ

 
愛知産業大学 

造形学部 建築学科 教授 
学識 

小野
お の

 悠
はるか

 
豊橋技術科学大学 

建築・都市システム学系 講師 
学識 

小林
こばやし

 美好
み よ し

 令和 2年度一宮区長会 会長 各種団体 

村瀬
む らせ

 直美
な お み

 一宮中学校 ＰＴＡ代表（令和 2年度） 各種団体 

小林
こばやし

 一博
かずひろ

 一宮中学校 ＰＴＡ代表（令和 3年度） 各種団体 

山口
やまぐち

 恵里子
え り こ

 一宮東部小学校 ＰＴＡ代表（令和 2年度） 各種団体 

石山
いしやま

 智子
さ と こ

 一宮東部小学校 ＰＴＡ代表（令和 3年度） 各種団体 

新川
にいがわ

 真弓
ま ゆ み

 一宮保育園 保護者代表（令和 2年度） 各種団体 

小泉
こいずみ

 悠
ゆ

夏
か

 一宮保育園 保護者代表（令和 3年度） 各種団体 

荻野
お ぎ の

 宏子
ひ ろ こ

 一宮校区スポーツ推進委員 各種団体 

豊田
と よ だ

 雅章
まさゆき

 一宮商工会 事務局長 各種団体 

伴野
ばんの

 雅章
まさあき

 ひまわり農業協同組合 専務理事 各種団体 

美馬
み ま

 ゆきえ 一宮中学校区老人クラブ代表 各種団体 
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（2）一宮地区公共施設再編整備基本構想検討委員会での検討経緯 

会議 開催日 主な議題 

第 1回 令和 2年 9月 8日 

・豊川市の公共施設マネジメントの取組について 

・一宮地区の現状と課題の整理 

・再編の対象とする施設・機能の検討 

第 2回 令和 3年 1月 12日 
・再編対象施設及び施設整備値の検討 

・再編パターンの検討 

「こざかい葵風館」視察 
令和 3 年 2 月 16 日

及び 17日 
－ 

第 3回 令和 3年 6月 30日 
・再編方針の整理 

・敷地利用ゾーニングの検討 
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（3）用語解説 

か行 

供用 

多くの人の使用のために提供すること。 

躯体 

柱や梁等、建物自体の荷重や地震や風等の外力を支える構造体のこと。 

公共施設マネジメント（ファシリティマネジメント） 

ファシリティマネジメントは、米国で生まれた経営手法で、不動産（土地、建物、構築物、設備等）すべて

を経営にとって最適な状態（コスト最小、効果最大）で保有し、運営し、維持するための総合的な管理手法

と定義される。企業や官公庁、営利・非営利を問わず、業務遂行において不動産を利用する組織を対象と

した施設の管理・運営手法。自治体等の公的機関で取り組むファシリティマネジメントを「公共施設マネジ

メント」と言う。 

コミュニティ 

地域の住民同士が相互交流して生活している場所、あるいはそのような住民の集団を指す。地域コミュ

ニティとも言う。 

さ行 

市街化調整区域 

市街化をおさえる区域のこと。 

実施方針 

事業の実施に関する方針で、民間事業者の募集や選定に関する事項、責任の明確化等事業の適正か

つ確実な実施の確保に関する事項等を定めたもの。 

指定管理 

2003 年の地方自治法の一部改正により導入された指定管理者制度に基づく施設の運営・管理の方法。

民間の事業者、NPO 法人等を含めた広い範囲の団体から公募し、事業計画や収支計画等の提案内容か

ら判断して、施設の管理者を決めていくことができるようになった。官民連携手法の一つである。 

集約化 

同種の機能や施設を統合し、１つの施設として整備すること。 

た行 

長寿命化 

計画的に改修することで、建物の構造体の劣化が進行を遅らせ、長期間使用すること。 

トータルコスト 

整備コストだけでなく施設の維持等にかかる費用も含めたコストのこと。本構想では、施設の整備コスト

（イニシャルコスト）に、改修コスト（ランニングコスト）を加えたコストのこと。 
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は行 

複合化 

異なる種類の機能及び施設を統合し、複数の機能を有する１つの施設として整備すること。 

や行 

要求水準書 

事業者に対し要求する必要最小限の業務の範囲、実施条件、水準を示し、一般的な委託業務や請負業

務における仕様書に相当する文書のこと。 

ら行 

立地適正化計画 

コンパクトなまちづくりと地域公共交通の再編との連携により、「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」の

まちづくりを進めるための計画のこと。居住機能や医療・福祉・商業、公共交通等のさまざまな都市機能の

誘導により、都市全域を見渡したマスタープランで、都市計画マスタープランの分野計画となる。 

リーディング事業 

事業全体を進める上で先導的な役割を果たす事業のこと。 

アルファベット 

RC造 

鉄筋コンクリート造のこと。 

S造 

鉄骨造のこと。 

SDGs（Sustainable Development Goals） 

SDGsとは、2015年９月の国連サミットで採択された、地球上の誰一人として取り残さない持続可能で

多様性と包摂性のある社会の実現に向け、2016 年～2030 年の 15 年間で達成するために掲げた国際

目標のこと。17のゴール、169のターゲット、232の指標から構成されている。 

PFI（Private Finance Initiative） 

公共施設等の設計、建設、維持管理・運営等に民間の資金とノウハウ（経営能力および技術的能力）を

活用し、効率的かつ効果的な公共サービスを利用者に提供することを目的とした官民連携手法。また、施

設所有権の移転時期による区分と支払方法による区分がある。 

PPP（Public-Private Partnership） 

公民が連携して公共サービスの提供を行うスキーム。PPP の中には、PFI、指定管理者制度、市場化テ

スト、公設民営（DBO）方式、さらに包括的民間委託、自治体業務のアウトソーシング等も含まれる。 



 

 

 

一宮地区公共施設再編整備基本構想(案) 

発行：令和３年●月 豊川市総務部財産管理課 

〒442-8601 豊川市諏訪１丁目１番地 

TEL：0533-89-2108  FAX：0533-89-2163 

http://www.city.toyokawa.lg.jp/shisei/gyoseiunei/manejiment/facilitymanagement.html 



 参考資料１ 

  

 

第２回検討委員会における意見及び対応 

項目 意見 対応 

再編全体の考え方について 

◇行政の目的は費用ということだけでは判断できないと思う。仕方がないが、なるべく地域の方にとって不公平ではない方向で考えないと

いけない。アクセス性については、地域公共交通をしっかりと確保しないといけない。 

住民のアクセス性の確保は重要なポイントだと

認識しており、複合施設の検討と並行して、検討

します。 

◇施設の再整備には費用がかかるので、できるだけコストを下げるということを考えていかないといけない。 
基本計画において、コストの観点も考慮して検討

します。 

複合施設の考え方について 

◇全体の方向性の中で、具体的にどうすれば交流の場として市民の方に活用していただける場所になるのかということを、もう一歩踏み込

んで書き込んでいくと良いと思う。 

◇地域の皆さんに喜んでもらえるということを重視してほしい。 

◇質的な魅力を高めるとか、地域のシンボルとなるようなものを作るというようなことを書き込んでいただけると良い。 

◇利用者は目的が違えば時間も違うので、一般的なにぎわいというあいまいな言葉ではなく具体的に考えないといけない。 

再編後の複合施設のイメージに沿って、施設利用

者アンケートの結果も踏まえて、今後、具体的な

活動や空間を検討します。 

複合施設の機能等について 

◇図書館があり会議室があり体育館があるというよりは、もっと機能が繋がった施設をイメージできると、もっと楽しく、面積的にも重ね合

わせながら有効利用できる、地域にとって豊かな施設になると思う。 

◇お年寄りと子どもが、施設が分散されていることによってバラバラに行動するのではなく、家族で楽しめる施設や機能があれば利用価値

を高めることにつながるのではないかと思う。 

◇現在の図書館は、子どもと大人のスペースが近いので、小さい子を連れていると、騒がないか走らないかと気を使って、ゆったりと本を

選ぶ雰囲気ではない。 

◇体育館機能は、集約（減少）したことによって利用できない者が出ないように、うまく再編ができたら良い。 

◇一宮庁舎の現在の駐車場は少し狭いので、そこを考えないといけない。 

◇複合施設の駐車場については、例えば、立体駐車場にすれば良いのではないか。 

健康福祉センターについて 
◇健康福祉センターには、近くに温泉施設と、北側には手取山公園、野球場もあるので、そういうものと一体的に利用できるようにするこ

とも、考えても良いのではないかと思う。 

健康福祉センターの有効活用については、今回の

プロジェクトとは別の枠組みで検討します。 

 

第３回検討委員会への事前意見（主な意見） 

項目 意見 対応 

１ 一宮地区公共施設再編の方針整理 

（資料２） 

◇地域の特色として、観光資源、農業といったことが考えられる。 
地域の特色の発信の仕方などについて、基本計画

から設計段階にかけて検討します。 

◇現在ある施設がどういった用途で使えるか、予約の仕方や使い方についてもっと PRしなければ利用率は上がらない。一宮の公共施設再

編事業が行われていることについても PRした方が良い。 

◇利用率の低い再編対象施設は、使いやすく魅力ある施設をつくることも大切であるが、それを、より多くの人に利用してもらえるよう、

広報活動も積極的に行う必要がある。 

施設の利用や整備について、多くの方に認識して

いただけるよう PR の手法などについても検討し

ます。 

２ 新施設の機能の検討 

（資料３） 

◇子供のスポーツ等で夜も練習できる場所が欲しい。（現在は農トレ等を利用しているが、ナイター設備がある施設があると良い。） 

◇市内で他にないような活動を一宮に持ってこられると面白い。 

再編の対象施設について、現在の使われ方などを

調査して検討します。 

◇利用率が低い重複する機能については、集約すべきだと思うが、複合化した結果、かえって使い勝手が悪くならないように計画する必要

がある。 

複合化により、皆様に利用していただけるよう検

討します。 

◇体育館機能などの特徴的な機能を軸に交流や活動の生まれる仕掛けづくりを検討することで、新施設のカラーが出てくる。 

◇一つの機能を利用する際に、他機能での活動が見えるなど機能間で区切られすぎなければ交流等が生まれやすいと思う。共用空間での活

動や休憩なども交流が生まれるきっかけになる。 

交流を促進させるような仕掛けについて、基本計

画から設計段階にかけて検討します。 

一宮公共施設再編整備基本構想に関する意見 
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 参考資料１ 

 3 現在の一宮庁舎等敷地利用状況の整理 

（資料４） 
◇現在の敷地内等において特徴的なものについては、整備の際に取扱いの検討をする必要がある。 

現在の敷地内等において、特徴的なもの等は経緯

等を調査し、整備時の取扱いについて検討します。 

４ 敷地利用ゾーニングの検討 

（資料５） 

◇シンボル性ということでは、通行の多い国道からの見え方が重要になる。建替え順序など気にしなければ位置的にはパターン A がよさ

そう。土地利用としては、道に面して緑を配置したり、敷地内で機能をつなぐ小径を整備したりするなど、魅力的なランドスケープを計

画するのはどうか。 

◇施設整備を行う際に費用や機能の移転回数など様々な留意事項はあるが、それら本質的でない事項でゾーニングが制限されることはもっ

たいないと思う。単純に位置だけならパターンAが良い気がする。 

◇建替え手順等を考えなければ、パッと見てパターンA が良いように見える。 

◇パターン Bであれば、視認性、屋外の活用、駐車場の利用しやすさなど使いやすいと考える。 

◇配置としては、敷地の一体利用も可能なパターン B が良いが、農トレの継続使用に配慮してほしい。パターン A では、イベント利用時

等の敷地の一体利用が図りづらい。 

敷地の利用ゾーニングについては、施設規模や施

設計画などの考え方と併せて基本計画において継

続して検討します。 

◇農トレは、全面改修で空調を入れるなどして使用することも可能だと思う。その分の費用を本体部分に使えるメリットは大きい。 
既存施設の改修については、施設の老朽状況など

をもとに建て替えか改修するかを検討します。 

◇敷地等は最初から計画しすぎず、活用の余地を残しておく方がその後のことを考えると良い場合がある。 

◇広場などの共用空間を消防署に隣接させることで、地域と連携した防災活動などの場としての利用も可能となる。 

敷地の活用方法については、施設の規模や配置と

併せて検討していきます。 

◇庁舎を先行して取り壊すような場合に、仮設庁舎を別敷地に建てるなど利用者へ不便をかけることが無いように進めてほしい。 
工事期間中など、利用者への影響を考慮し検討し

ます。 

５ 事業スケジュールと今後の検討事項 

 （資料６） 

◇PFIの手法は、業者が決定するまでに時間がかかることや、コスト重視になることが懸念される。また、今回のように、施設利用者など

の意見を取り入れて計画する必要がある建物は、コストだけでは判断できないこともあるため、事業手法としては適切ではないと思う。 

事業手法については、建物の性質なども含めて検

討していきます。 

◇機能集約後に残る建物などが活用できない場合、処分すべき。書庫等については、既存施設を利用するより十分な容量を確保して新たに

建設した方が、その後の使い勝手等からみて良い。 

機能集約後に残る建物の活用については、今回の

プロジェクトとは別の枠組みで検討します。 
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 参考資料２ 

３  

 

 

 

 

 

 

施設名 

（回答数） 

Q. 各施設の良い点／悪い点 

  ※( )内はその理由 

Q. 各施設の利用者として、新しい複合施設でどのような交

流・活動を期待するか ※( )内はその理由 

Q. 交流・活動のために、どのような機能・スペースがあれば、よ

り快適で便利に利用できるか ※( )内はその理由 

一宮支所 

（５） 

◆良い点 

・待ち時間が少なく、職員と話がしやすい。 

◆悪い点 

・駐車場が狭い 

・誰もが利用しやすい場所（気兼ねなく利用したい） ・イベントなどが行えるスペース 

一宮生涯学習センター 

（12） 

◆良い点 

・静かで環境が良い 

・集会室が広い（広いと色々な事に使えるから） 

◆悪い点 

・利用手続きが細かい 

・トイレが古い 

・フリーマーケット（交流が増える） 

・作品展示（習字の作品を飾る） 

・太極拳（同じ目的を持った人が集まる場所がほしい） 

・三世代交流イベント。シニア世代によるワークショップ。 

（他地区ではシニア世代によるワークショップを孫世代に

体験してもらう取り組みがあった） 

・広いスペース。体育館。（普段他の事でも使える） 

・入り口に地域情報コーナー（気づきやすい） 

・周知、案内機能をもっと明るく見やすく 

・やりたい人、やれる（教えられる）人のマッチングコーナー 

一宮図書館 

（82） 

◆良い点 

・人が少なく静かに本を選ぶことができる（子供達

も落ち着いて遊べる、のんびり選べる） 

・友達と来やすい（近くて広い。） 

・児童コーナーが使いやすい（靴を脱いで子どもが

ゆっくり本を選べるし、絵本が見やすい） 

◆悪い点 

・他の区域の図書館に比べて書籍が少ない 

・19 時まで開いている日がない 

・本棚と本棚の間をもう少し広くしてほしい 

・プリオで行われているような文化講座 

・子どもたちの居場所になるようなところ（学校のあとに安

心して過ごせるところがあると良い） 

・静かに勉強がしたい（家ではなかなか集中できない） 

・本を借りて声を出して読む（子供にすぐ読み聞かせてあげ

たい） 

・親子で過ごせる場所（雨の日対応） 

・本（絵本）を題材にした話し合い（本が好きな人と交流し

たい） 

・利用できる時間を少し増やしてほしい 

・休館日でも返却できるポスト 

・歴史や作家等の企画展（色々知れると思う） 

・インターネットの使用できるＰＣコーナー（調べものに便利） 

・ゆっくりくつろげるスペース（時間を気にせずのんびりしたい） 

・絨毯など靴をぬいで利用できるスペース（小さな子供を遊ばせれ

るように） 

・学習スペースがもう少し広いと良い（ゆったり学習したい） 

・子どもを見守るスペース 

・図書館が１階に独立してほしい（現在カラオケ大会などがあると

静かに読書ができない） 

いちのみや児童館 

（29） 

◆良い点 

・小さい子供用のおもちゃが多く、楽しめる 

・いろいろな工作ができて楽しい 

・図書室が独立していて、座敷もあり、くつろげる 

・居心地が良い（整理・掃除が行き届いているから） 

・各部屋が広くて良い（子供が走り回れる） 

◆悪い点 

・外遊びできる所が狭く、据え置きの遊具がない 

・駐車場がとめにくい 

・親子のイベント（小学生くらいまで楽しめるとうれしい） 

・体を動かす遊び（子供と一緒に楽しめそう） 

・親子でものづくり（お父さん、お母さんと一緒に楽しみた

い） 

・絵本読み聞かせ（子どもが絵本好き） 

・多世代間交流（おじいちゃん、おばあちゃんが遠くあまり

会えないので、関わりを持たせたい） 

・他の子供を持つ母親との交流、親子＆友達との交流、知育

面の活動（子供の友達との交流や知育面を成長させたい） 

・ＰＣまたはメディア機器（ゲームで大会などがしたいから） 

・駐車場が広いとうれしい 

・喫茶スペース（ゆっくり話ができそう） 

・工作室とかＤＩＹスペース（家でも出来ることはあるけどいろん

な体験をしたいから） 

・おじいちゃん、おばあちゃんが入りやすい部屋（これがあれば孫

のいない方も入りやすいと思う） 

・広めの活動スペース（大勢の子と交流でき広々利用できる） 

・色々な遊具の設置 

一宮体育センター 

農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

（3） 

◆良い点 

・１時間ごとに利用できる（便利） 

・スタッフの人達がとても親切 

・コワーキングスペース（テレワーク等） 

・地域の人たちの交流会 

・体を動かす色々な活動メニュー 

・１人利用の会議室 

・飲食が可能な休憩スペース 

 

一宮地区公共施設利用者アンケート調査結果（速報版） 

今後、新施設の機能の詳細や使い方等について検討する際の参考とするため、再編対象施設の利用者を対象にアンケート調査を実施しています。新施設において、地域の活動や多世代交流が促進される

ように継続的に検討していきます。 

調査施設：再編対象施設 6 施設（一宮庁舎、一宮生涯学習センター、一宮図書館、いちのみや児童館、一宮体育センター、農業者トレーニングセンター） 

調査期間：6 月 4 日～6 月 30 日 

＜主な意見（6 月 2８日時点の途中経過）＞ 
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対象施設 課  題 

一宮庁舎 〇 施設の劣化が進んでいる 

一宮生涯学習会館 

〇 施設の劣化が進んでいる 

〇 生涯学習会館及び図書館が都市機能誘導区域に誘導する施設に設

定されている 

〇 会議・集会スペースの機能が地域内で重複している 

いちのみや児童館 〇 施設の劣化が進んでいる 

一宮体育センター 
〇 施設の老朽化および劣化が進んでいる 

〇 体育施設の機能が、農業者トレーニングセンターと重複している 

農業者 
トレーニングセンター 

〇 施設の老朽化が進んでいる 

〇 体育施設の機能が一宮体育センターと重複している 

〇 会議・集会スペースの機能が地域内で重複している 

健康福祉センター 
（いかまい館） 

〇 利用率が低く、有効活用が求められる 

〇 会議・集会スペースの機能が地域内で重複している 

豊川市ファシリティマネジメントの取組み NO.3１ 

 公共施設再編ニュース 

Vol. 2 令和 3年 3月 3日発行 

■アンケートへのご協力ありがとうございました                                   

■対象施設が抱える課題                                                      

令和２年 10月に「一宮地区公共施設再編整備に関する住民アンケート」を、一宮地区在住の 18歳

以上の方を対象に 1,000 通配布し、508 通（50.8%）の回答をいただきました。新しい複合施設へ

の期待として、子どもから高齢者まで様々な世代が集まって交流できる場が求められていること等を

確認しました。 

■第 2回一宮地区公共施設再編整備基本構想検討委員会を開催しました（令和 3年 1月 12日）                  

浅野委員長をはじめとした10人の委員が出

席し、再編の考え方や施設再編パターン等につ

いて、議論が行われました。 

来年度も引き続き検討委員会にて協議し、一

宮地区の公共施設再編の基本構想をまとめて

いく予定です。 

一宮地区にある公共施設のうち、学校等を除いた以下の６施設を再編対象施設として課題を整理

しました。 

参考資料３ 
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〇 維持管理の観点だけでなく、一宮の住民にとっての利便性が向上し、地域内交流や地域活動

が促進されるような再編にする。 

〇 市の公共施設マネジメントの目標として掲げている、今後 50年間で保有面積 30％縮減及び

トータルコスト 43％縮減に寄与する。 

〇 豊川市立地適正化計画において誘導施設に設定されている図書館・生涯学習会館について

は、都市機能誘導区域へ誘導することに配慮する。 

〇 利用率の低い施設、機能が重複している施設、維持や改修に多額の費用がかかる施設等を複

合化等することを考えて拠点となる施設を検討していく。 

〇 子どもから高齢者まで様々な世代が集まって交流できる複合施設となるような機能を検討し

ていく。 

〇 “人が集い、市民交流を促す場”とするために、快適に時間を過ごせる機能についても検討し

ていく。 

〇 市民がアクセスしやすい場所に拠点となる施設を検討していく。 

■再編整備の考え方                                                

■施設再編パターンについて                                                      

<問い合わせ先> 

豊川市総務部財産管理課 

電話 0533-89-2108  FAX 0533-89-2163 

http://www.city.toyokawa.lg.jp/shisei/gyoseiunei/manejiment/kanzaikeiyakuka2015.html 

一宮支所 
 上下水道部 

支所機能 

その他団体 

一宮生涯学習会館 
 図書館機能 

会議・集会機能 

いちのみや児童館 
 児童福祉機能 

一宮体育センター 
 体育館機能 

農業者トレーニングセンター 
 体育館機能 

会議・集会機能 

豊川市全体の庁舎の 
機能集約・再編 

新設施設 
 
支所機能 

体育館機能 

社会教育機能 
（会議・集会） 

図書館機能 

健康福祉センター（いかまい館） 
 高齢者福祉機能 

保健センター 

児童福祉機能 

健康福祉センター（いかまい館） 
 

高齢者福祉機能 
（入浴施設） 

保健センター 

高齢者福祉機能 
（高齢者相談センター） 

現在 再編パターン 

一宮地区の公共施設の再編に

ついて、複数の案で比較検討を行

いました。その結果、右図の様な

再編パターンが良いという意見が

多くありました。 

健康福祉センター（いかまい館）

については、有効活用を検討する

方向性となりました。 

今後は、様々な世代が集まって

交流できる場が求められているこ

とを踏まえ、具体的にどのような

機能やスペースが必要なのか、地

域の皆様よりご意見をいただきな

がら検討を進めていきます。 

一宮地区の公共施設再編整備について、以下のとおり考え方を整理しました。また、新設施設につ

いては、現在の一宮庁舎等の敷地に整備する方針で検討を進めていきます。 


